
家庭・地域との連携について

１ 取組の方針

児童一人ひとりが生きる力を身につけ夢を実現するための特色ある教育活動を推進して

いくためには、学校と家庭・地域が同じ価値観のもとに連携・協働して児童を守り育てる

体制づくりが必要である。

このことを踏まえ、学校支援ボランティアやスクールガード、民生委員、保護者、警察

等の協力を得ながら共通理解のもとに児童の育成に取り組む。

２ 取組の具体

（１）川下中学校区地域協育ネット「あったかネット」との連携

（２）学校安全ボランティア（川下小スクールガード）との連携

①活動内容

学校と地域住民が連携し、児童を取り巻く環境や課題について共通理解して児童の

安心・安全の確保と健全育成に取り組む。

○朝の交通指導 ○下校指導 ○日常的な見守り

○下校指導の際の見守りと通学路の安全点検 ○年２回の情報交換

②学校安全ボランティア（川下小スクールガード）との交流

○児童との対面式（１年生を迎える会参観後）

○不審者対応避難訓練の見学及び引き渡し訓練時の交通指導

○学校行事への案内(入学式・卒業式・学校公開・運動会・１年生を迎える会・６

年生を送る会等）

○卒業時のお礼（６年生を送る会参観後）

（３）学校支援ボランティア（ゲストティーチャー等）

①活動内容

学校と地域住民が連携し、地域で子供を育てることの必要性について共通理解し、

学習環境の整備や楽しい授業づくりによる生きる力の育成に取り組む。

②協力依頼した内容

○児童への指導や見学

・伝統文化 ・自然科学 ・芸術 ・職場体験（見学） ・人権教育

・ボランティア活動 ・地域の文化や歴史 ・外国文化 ・外国語 ・園芸

・環境問題 ・読み聞かせ ・スポーツ ・レクリエーション ・福祉 他

○授業等の補助

・校外（地域）学習 ・クラブ活動 ・琴の学習 ・岩国藩鉄砲隊 他

○学校の環境整備

・樹木の剪定 ・除草 ・花壇の整備や潅水 他

（４）保護者との連携

①活動内容

児童や、児童を取り巻く環境の課題と解決方法について共通理解し、児童の安心・

安全の確保や学習習慣の確立、生活習慣の改善に取り組む。

○各種便りやメール配信、学校行事による情報発信と児童支援上の共通理解

○給食試食会や親子料理教室を活用した食習慣の改善

○学校保健安全委員会を活用した生活習慣の改善

○学校評価の充実と教育活動の改善（年２回のアンケート）


